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 お正月の風物詩とも言える「箱根駅伝」。私は大の陸上ファンなので、現地に応援に行ったりテ

レビで観戦したりと毎年楽しみにしています。今年は青山学院大学が見事完全優勝！選手層が厚い

青学。原晋監督は、「青学駅伝部は『自律』を目指し、それがこのレースにも発揮された。」と話し

ていました。 

「自律」とは、自分で考えて自分自身をコントロールできることを意味します。すなわち、自分

の意志をしっかりと持ち、自ら定めたルールに従って行動を選択できる状態です。「毎朝 6 時に起

きる」など、自分で決めたルールに従って生活できるといったイメージを持つとわかりやすいかも

しれません。勉強、部活動、委員会活動、習い事、家の手伝い、どんな学びでも、100％といかな

いまでも、やると決めたことにはしっかりと取り組める状態を指す言葉と言えるのでしょう。簡単

なようで難しいことですが、それによる成果は大きいのです。 

さて、柏崎市では子どもたちの学力向上を目指し、「学力向上プロジェクト」がスタートしまし

た。今までも学力向上を向けて実践していますが、行政・学校現場・保護者が連携して、未来を生

きる子どもたちの資質・能力の育成に今まで以上に取り組んでいこうというものです。当校では、

子どもたちの深い学びを目指した授業改善や一人１台端末を効果的に活用した学習方法の工夫等、

研修・実践を積み重ねてきました。それに加えて１１月からは、朝学習で新聞記事を読み取って問

題に答える活動（モーニングニュース）を、算数の最初の５分には「ます計算チャレンジ」を実施

しています。初読の文章や資料の読み取りの力を向上させること、計算の基礎・基本の定着を図る

ことがねらいです。始めて２か月ほどですが、少しずつ成果も見られてきました。 

今後も継続して学力向上を目指していきますが、もう一つ大切なのは、自ら学ぼうとする意欲で

す。すなわち、やらされている学習から自分のルールに従い自ら学習に向かう「自律学習」にレベ

ルアップすることが必要です。「学校から帰ったらすぐ宿題」「メディアは２時間まで」「家庭学習

は学年×１０分」「自分で内容を考えた家庭学習」など自律学習をすることで、社会に出て自分で

自分を支えられる「自立」した状態を手に入れることができるようになります。私たち大人は、自

律学習ができるようになるまで、学習状況をしっかりと把握し、導いていかなければなりません。

まずは学ぶ楽しさ、知る喜び、称賛されるうれしさを実感できるように、声掛けと励まし、見守り

を家庭・学校で大切にしていきたいですね。子どもたちが力を思う存分発揮できるように。 
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「今年は寅年 ～柏小のトラが玄関でお出迎え～」 

 令和４年となり１ヵ月が経ちました。学校だよりの発行の都合で新

年の御挨拶が遅れましたが、本年も柏崎小学校の教育活動への御理解

と御協力をお願い申し上げます。柏崎小学校創立１４９年となる年、

柏小のトラも１１３歳（想定）。柏崎小学校が大きく飛躍する年になる

ように、トラに願をかけ職員玄関前方へ。 

来校時、トラと共に職員一同、皆様を心よりお待ちしております。 


